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午前１０時 開会 

○谷委員長 委員各位におかれましては、御多忙の

折、御参集いただきまして誠にありがとうござい

ます。 

 ただいまから令和６年度予算審査特別委員会を

開会いたします。 

 本日の案件につきましては、本会議において本

特別委員会に付託されました議案第７号「令和６

年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第３号）」

から議案第９号「令和６年度大阪府泉南市一般会

計補正予算（第４号）」までの以上３件について

審査いただくものでありますので、委員各位にお

かれましては、よろしくお願い申し上げます。 

 なお、本特別委員会に付託されました議案につ

いては、委員会付託事件一覧表としてタブレット

に掲載しておりますので、御参照いただきたいと

思います。 

 それでは、議案の審査に先立ち、理事者から挨

拶のため発言を求めておりますので、許可をいた

します。 

○山本市長 ただいま委員長のお許しを得ましたの

で、令和６年度予算審査特別委員会の開会に当た

りまして、御挨拶を申し上げます。 

 谷委員長、田畑副委員長をはじめ委員の皆様方

には、日頃より市政各般にわたり深い御理解と御

協力を承っておりますことに対しまして、御礼を

申し上げます。 

 本日の委員会は、さきの本会議で本委員会に付

託されました議案第７号から議案第９号までの計

３件について御審査をお願いするものでございま

す。何とぞよろしく御審査をいただきまして、御

承認賜りますようお願いを申し上げまして、大変

簡単ではございますけれども、御挨拶とさせてい

ただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○谷委員長 委員及び理事者に申し上げます。質疑

及び答弁につきましては、インターネット中継を

御覧の皆様に発言者が分かるよう御起立いただき

ますようお願いをいたします。 

 これより議案の審査を行いますが、議案の内容

につきましては、本会議において既に説明を受け

ておりますので、これを省略し、質疑から始めた

いと思います。これに御異議ございませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○谷委員長 御異議なしと認めます。よって審査の

方法については、提案理由並びに内容の説明を省

略し、質疑から始めることに決定をいたしました。 

 それでは、これより議案の審査を行います。 

 初めに、議案第７号「令和６年度大阪府泉南市

一般会計補正予算（第３号）」を議題とし、質疑

を行います。質疑はございませんか。 

○石橋委員 お願いをいたします。債務負担行為の

ところも入るんですね。ガバメントクラウド接続

回線利用事業について３点お伺いします。 

 まず、この接続サービスがなぜ必要なのか、具

体的にどのような利点があるのか、そもそもガバ

メントクラウドサービス、ガバメントクラウドと

自治体クラウドの違いを分かりやすく御説明いた

だけますでしょうか。 

 ２点目、接続サービスの選定基準と、その効果

について、泉南市ではどのような基準で、この

サービスを選定されたのか、また選定により具体

的にどのような効果や改善が期待されるのか、例

えば業務効率の向上やセキュリティの強化など、

御説明をお願いいたします。 

 ３点目、予算計上の詳細と今後の計画について。

今回の事業に対して4,045万8,000円の予算が計上

されていますが、この予算の内訳と使途について、

そして、この事業、すなわちガバメントクラウド

へ移行する業務量と、進行する上でのスケジュー

ルや、今後の具体的な計画について、市民の方々

も安心していただけるように、丁寧に御説明いた

だけますでしょうか。 

 以上、３点についてお願いいたします。 

○谷委員長 ただいまの石橋委員の質疑に対しまし

て、理事者の答弁を求めます。 

○岡崎デジタル推進課長 それでは、３点御質問い

ただきました点について御答弁させていただきま

す。 

 まず、１点目の接続サービスの必要性と自治体

クラウドとの違いというところでございますけれ

ども、こちらのガバメントクラウドにつきまして

は、システム標準化に伴い、標準化システムをガ

バメントクラウドに構築するためのガバメントク

ラウド回線構築費、及び地方公共団体がクラウド
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サービスを利用できる範囲において、クラウド

サービス内のクラウドシステムの監視、正常動作

や稼働状況の確認、それからセキュリティ管理な

どの資産管理補助を行うための構築等を行った後、

必要となるガバメントクラウド回線接続料及び運

用管理の補助費を債務負担計上するものでござい

ます。 

 今年度補正予算として計上している回線等構築

費につきましては５年間、回線使用料につきまし

ても５年間分を合わせて調達することを目的とし

て、債務負担を計上しているというものでござい

ます。 

 これによって、ガバメントクラウドと自治体ク

ラウドの違いなんですけれども、ガバメントクラ

ウドといいますのは、国のほうが選定をされまし

た共通のクラウドサービスの利用環境でございま

す。 

 クラウドサービスの利点を最大限に活用するこ

とで、迅速、柔軟、活用拡張性もある。あと、か

つセキュリティが向上され、コスト効率などの高

いシステムを構築可能となります。 

 利用者にとって利便性の高いサービスの提供改

善を目指しておるというところで、地方自治体で

も導入の利点を享受できるところで検討が進めら

れているというところでございます。 

 自治体クラウドに関しましては、各自治体、例

えば県・府なりで構築していたり、我々のほうで

構築しているクラウドというようなものになると

認識をしてございます。 

 ちなみに、ガバメントクラウドサービスとして、

現在利用可能なものにつきましては、ＡＷＳ（ア

マゾン・ウエブ・サービス）、それからＧＣＰ

（グーグル・クラウド・プラットホーム）、それ

から、アジュール（マイクロソフト・アジュー

ル）、ＯＣＩ（オラクル・クラウド・インフラス

トラクチャー）の４社ということになっておりま

す。 

 国産のクラウドサービスにつきましては、さく

らインターネット株式会社のさくらのクラウドが、

2025年度末までに技術的要件を満たすという条件

で、2023年11月に採択をされているというところ

でございます。 

 続きまして２点目、選定の理由、それから効果、

それからセキュリティというところでございます

けれども、選定の理由につきましては、先行自治

体等でクラウドガバメントに接続をしております

けれども、そちらと同様の回線等で、まずは構築

をすると。それによって、システム標準化後の安

定運用を図りたいというところでございます。 

 それから、効果でございますけれども、セキュ

リティクラウド上にシステムを全て、今まで各自

治体が管理していた、要はシステムはそれぞれ各

自治体ごとに構築していたわけですけれども、そ

れが標準化されたシステムによって構築をされる

というところで、今後システム構築を行う上で、

要は標準化されたシステムということになります

ので、要は皆さんどこの自治体でも同じような標

準仕様になっているというところで、将来的にコ

スト削減が目指せるんではないかというところで、

国のほうから示されているところでございます。 

 あと、セキュリティ面に関しましても、各クラ

ウドサービスにおいて、セキュリティをしっかり

されているものでございますので、十分確保され

ているものと認識してございます。 

 それから、今後のこのシステム標準化に伴う方

向性、それからスケジュール等、それからこのク

ラウドの債務負担の内訳なんですけれども、まず

内訳につきましては、先ほど申し上げましたよう

に、クラウド回線の要は回線の利用料、構築後に

係る利用料、それからクラウド内の一部の領域に

ついては、自治体が管理するという形になってお

りますが、そちら実際職員で管理することは不可

能です。 

 ですので、運用管理補助業務ということで、業

務委託を行う、その部分の５年間の経費として合

わせて計上させていただいているものでございま

す。 

 今後の方向性なんでございますが、まずは、そ

の先行団体で実証実験が確立しております回線等

の構築を目指しまして、その後、システムを運用

された後、より費用対効果の高いものを見直しも

かけていく必要もあるのかなと考えてございます

が、まずは構築、それから安定運用に向けて検討

を図ってまいりたいと思っております。 
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 あと、スケジュールでございますけれども、来

年度４月１日に回線の接続構築が必要になってま

いります。こちらにつきましては、システム標準

化に準拠するシステム、こちらのほうをクラウド

上、そのガバメントクラウド上で構築するという

作業が必要ですので、そのクラウド上で構築する

ために、ガバメントクラウドに接続する回線が、

来年令和７年度４月には必要になるということで

ございます。 

 その後、令和７年度末、要は令和８年３月末ま

でに、標準化に準拠したシステムをガバメントク

ラウド上に構築できるよう順次進めてまいりたい

と考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○石橋委員 ありがとうございました。ついていけ

ているところと、いけていないところがあるんで

すけれども、市民にとって分かりやすい、こうい

うところが利用改善されるという、１個でもいい

んですけれども、例を挙げていただけたらなと思

います。 

 あと、さくらインターネットというのは、どう

いう内容なのかという点と、あと移行していくと

いうことなんですけれども、その業務というのは、

必ず令和８年３月末までにやらなあかんものとい

うのもあったりするんでしょうか。追加でお願い

いたします。 

○岡崎デジタル推進課長 すみません、市民の皆様

にとっての利便性というところになりますと、先

ほど申し上げましたように、全国標準化、統一さ

れたシステムに今後なっていくということですの

で、現在は各市町村ごとにシステムがカスタマイ

ズされているということになります。 

 ですので、標準化後のシステムにつきましては、

どこの市町村であっても、基本的には対象である

20業務については、同じような、例えば様式で

あったり、届出の仕方であったりという形になっ

ていくというところで、国民の皆様、市民の皆様

にとっても利便性は上がるものと考えてございま

す。 

 それから、さくらインターネットというところ

でございますけれども、こちらも国産のクラウド

サービスをされている会社というところまでは、

私のほうでは分かっているところでございます。 

 ただ、2023年11月に採択をされてはおるんです

けれども、こちらのほうは2025年度、要はシステ

ム標準化を行うまでに、このガバメントクラウド

の要件を満たすという条件で採択をされておりま

すので、現在のところは、先ほど申し上げた４つ

のクラウドサービスが使えることとなってござい

ます。 

 それから、来年度に向けて必ずしないといけな

いと、今後しないといけないというところですけ

れども、これについては、まず国から示されてお

ります標準仕様書、対象の20業務がございますけ

れども、例えば住民基本台帳とか児童の関係とか、

そういった対象業務というものがあるんですが、

そちらのシステムを標準準拠システムに移行をし

ていくと。それからガバメントクラウドのほうに、

要はシステムを、今までは役所にあったシステム

を、ガバメントクラウドのほうに上げていくとい

うような作業というのは、必ず必要になってくる

というところでございます。 

 以上です。 

○森委員 ２点お願いいたします。 

 まず、自治宝くじのコミュニティ助成金なんで

すけれども、250万円。これは毎年各地域で頂い

ておって、有意義に地域の掲示板とか、あるいは

お祭りのやぐらのこまとか、そんなことで有意義

に頂いて使っておるんですけれども、この自治宝

くじのこの自治総合センターのコミュニティ助成

事業というのは、このコミュニティ助成事業、一

般コミュニティ助成事業ですわね、これはね。 

 そのほかには、全部でメニューが８つあるんで

すけれども、これについての時期がずれているの

かどうかちょっと分かりませんけれども、泉南市

としての対応はどうなっているのか、お聞きをし

たいと思います。 

 それから、がけ地近接等危険性住宅移転事業な

んですけれども、これもいわゆる土砂災害特別警

戒区域内の住宅の除去、除却にこの97万5,000円

というのは、多分これの一番リミットなんでしょ

うけれども、この土砂災害特別警戒区域内の住宅

というのは、泉南市にどのぐらいあるのか。 

 それから、今までにこれは出てきたことがある



 

-4- 

んやろうけれども、この事業の実績をお示しくだ

さい。 

○谷委員長 ただいまの森委員の質疑に対しまして、

理事者の答弁を求めます。 

○谷岡政策推進課長 私のほうからは、コミュニ

ティ助成事業に関して御答弁させていただきます。 

 今御紹介ございましたとおり、コミュニティ助

成事業、自治宝くじの助成事業につきましては、

８事業ほど助成のほうがございます。 

 例年、おっしゃっていただいた一般コミュニ

ティ助成事業というのを活用して、地域の掲示板

とか、やぐらのこまの修理とかというのを行って

いるんですけれども、そのほかの事業、コミュニ

ティセンター助成事業とか、青少年健全育成助成

事業に関しても、助成を受けて事業をやりません

かということで、募集のほうは行っております。 

 ただ、ちょっと今年度の助成事業としては、手

が挙がらなかったというところで聞いております。 

 以上でございます。 

○中川審査指導課長兼広域まちづくり課長 私のほ

うほうからは、がけ地近接等住宅移転事業につい

てお答えさせてもらいます。 

 市内に、いわゆるレッドゾーンの区域にある住

宅の戸数につきましては70戸と聞いております。

府内の実績につきましては、府内で10件あるとい

うことで、大阪府から報告を受けております。市

内につきましては、実績はないということでござ

います。 

 以上でございます。 

○森委員 これは初めてですよね、そうしますとね。 

 これは、市のほうも難しいところやと思うんで

すけれども、あまり、何ていうかな、周知、ホー

ムページには載せているので、見てもらえば分か

るんやろうけれども、恐らくその70戸の人たちは

御存じない方が多いんやろうと思うんですよ。 

 これ積極的に進めてええものか、大変難しいと

ころなんですけれども、一応の周知は、その70戸

の人たちには、一応こういう制度もありますよと

いうのは知らせてもいいんじゃないかなと思うん

ですけれども、その辺の見解を。これ、今回のは

どの地域ということは答えられないですかね。 

 それと、この宝くじの助成金なんですけれども、

応募がないというのが、ちょっと解せないなとい

う気がするんですけれども、コミュニティセン

ター助成事業というのは、これは最高1,500万円

までで出るんですよね。それは当選するかどうか

は別の問題として、やっぱりこれも大変いろんな

老朽化の問題で、泉南市も財政的にしんどいとこ

ろやから、こういう助成事業というのは、積極的

に取り組んだほうがいいように思うんですけれど

も、その検討をしていただきたいと思うんですが、

いかがでしょうか。 

○中川審査指導課長兼広域まちづくり課長 個別へ

の周知ということになりますけれども、今のとこ

ろは個別で周知するということは考えておりませ

ん。ホームページ等で案内しているということと、

大阪府のほうから70戸ということで聞いてはいる

んですけれども、現地の建物自体が、そもそも住

宅であるとか、いわゆるどういう建物があるとか、

住んでおられるとかという確認は当然できており

ませんので、個別周知するというのは、なかなか

難しいかなと思っております。 

 今回、区域については区域を言ってしまうと、

特定される住宅になってしまいますので、そこは

ちょっとどうすべきかということについては、

ちょっと控えさせていただきたいと思います。 

 大阪府のほうと我々の他部署ですけれども、土

砂災害警戒区域のパトロールというのは、年１回

行っておりまして、６月ですけれども、やってお

られるということは聞いておりますので、その辺

は確認作業もしておられるということで聞いてお

ります。 

 以上でございます。 

○川端行政経営部長 自治宝くじの助成事業なんで

すけれども、今年ですか、あいぴあの「りるぱ」

も一部助成事業を使っております。 

 あと、これからも、いろんなケース、この助成

事業にはまる部分の事業があるんであれば、積極

的に手を挙げていきたいというふうには考えてお

ります。 

 以上です。 

○森委員 これは、だからどこが当てはまるのか、

ちょっと難しいんですけれども、コミュニティセ

ンターという言い方が、私は老人集会場とか地区
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の会館とか、そういうのはいけんのやないかとい

う気もせんでもないんですがね。そうしたら結構

助かるでしょう。 

 それから、がけですけれども、結構、私はある

地域を知っていますけれども、固まりを。結構空

き家があるんですよ。数えていないですけれども。 

 空き家だけでも何とかならんかなとは思うとる

んですけれども、それは持ち主がおって、これは

全部が全部でこれでできるわけや、除却できるわ

けやないから、負担がかかってくるけれども、ど

うでしょうね。その辺、もう答弁がなかったらい

いですけれども。 

○谷委員長 答弁はないですか。 

○伊藤都市整備部長 対象住宅について、ちょっと

今後どういう、どういった建物が市内に存在して

いるのかというところを、ちょっと確認させてい

ただいて、戸別配布というか、戸別広報について

は、また今後ちょっと検討させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

○大森委員 万博の予算が付いているんですけれど

も、万博自体がちょっと今パビリオンのこととか、

遅れている状況なんかもあって、機運醸成にいろ

いろ取り組まれている状況があるんですけれども、

それに関連して、泉南市のいろんな施策を進める

補助金なんか活用されるというところまでは、僕

らは一応今の埋立地で万博をやるというのは反対

なんですけれども、目くじら立ててそういうこと

はありませんけれども、ただやっぱり財政が、万

博のことをそういう応援するために、市の財政の

負担が増えたりとか、それから職員さんの負担が

増えるとかいうようなことは、これはもうちょっ

と避けていただきたいと。 

 やっぱり今も、いじめの自殺のああいう不登校

に関わるようなことがありまして、やっぱりそう

いうところに注力してほしいなと、特に教育委員

会が中心にと思っていますので、ちょっと万博に

対する考え方、どのような泉南市の形で関わって

いくおつもりにあるのか。ちょっと今の状況を見

ながらも、ちょっと説明していただきたいと思い

ます。 

 それと、ワクチンのこと、コロナワクチンとい

うふうな説明でありましたけれども、５類になっ

て変わったこととか、変わることとか、ちょっと

その辺あれば。 

 大分、何か補助が減るんかなと思っていたけれ

ども、金額も大きな金額が付いていますので、

ちょっと教えていただきたいというふうに思いま

す。 

 それとあと、がけ地の今の話ですけれども、が

け地近接等危険住宅のやつですけれども、具体的

にはどんな形の補助に、補助の金額とか、どんな

ふうな形になっていくのかについてお答え願いた

いというふうに思います。 

 それから、歳入の部分で、水なす基金のことが

計上されていますので、ふるさと納税のまた今の

現状についてお答え願いたいと思います。 

 それから、財政調整基金も積立てがされていま

すけれども、どんな形で基金も財政調整基金も一

応目標金額はほぼ到達したというふうだと思って

いるんですけれども、どんな形で基金の運用とか、

積立てを考えておられるのか、お答えください。 

○谷委員長 ただいまの大森委員の質疑に対しまし

て、理事者の答弁を求めます。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長 私のほう

からは、新型コロナワクチン接種の中身について

御説明をさせていただきます。 

 令和５年度末までは、特例臨時接種ということ

で実施してまいりましたが、令和６年度からは予

防接種法のＢ類の定期予防接種、高齢者インフル

エンザと同じ位置づけでの予防接種として実施し

ていく予定でおります。 

 今まで特例臨時接種の場合は、全額国費で自己

負担はなしだったんですが、Ｂ類の予防接種とな

りますと、財源については市町村負担で、３割交

付税措置の予定となっております。 

 また、今回当初国が想定していたよりも、ワク

チン代がメーカーから国が聴取したところ、高い

という想定になっておりまして、その差額分のお

一人当たりの8,300円を国のほうから助成で、地

方交付税措置とはまた別に頂ける予定となってお

ります。 

 自己負担額につきましては、府下市町村の状況

や統一医師会であります３市３町の調整をしまし

て、3,000円でいく予定となっております。対象
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なんですけれども、令和５年度末までは生後６か

月以上の方が対象でしたが、令和６年度からは65

歳以上の方と60歳から64歳で、厚生省令で定めら

れた重症化リスクの高い方で、高齢者インフルエ

ンザと同じ対象となっております。 

 以上です。 

○中川審査指導課長兼広域まちづくり課長 私のほ

うからは、がけ地補助金の助成金の額についてお

伝えしております。 

 上限につきましては、97万5,000円ということ

でございます。内訳といたしましては、国が２分

の１、府が４分の１、市が４分の１ということで、

構成されております。 

 額としては、国が48万7,000円、府が４分の１

の24万3,000円、市が24万5,000円の負担というこ

とになっております。 

 補助対象につきまして、この崖地の土砂災害特

別警戒区域内にある住宅のうち、区域に指定され

る以前から建築された住宅であるということと、

申請者が住宅の所有または居住者であることで、

移転先が市内であること、申請時点で着手がされ

ていないことで、市税の滞納がないこと、それと、

ほかの助成金が申請されていないということが条

件となっております。 

 以上でございます。 

○水内ふるさと戦略課長 それでは、私のほうから

は、ふるさと納税の現状ということですので、取

りあえず数字のほうだけ御説明させていただきま

す。 

 令和５年度活用させていただいた額が約７億円、

寄附額が11億2,500万円ございました。令和５年

度の残額といたしましては約21億1,300万円と

なっています。 

 以上です。 

○西本連携戦略課長 私のほうから、万博につきま

して御答弁させていただきます。 

 まず、予算につきましては、今回100万円計上

させていただいていますけれども、こちら大阪府

の補助金を２分の１頂きまして、残りは水なす基

金ということで、できるだけ市の持ち出しをない

ような形で事業のほうを進めていっているところ

です。 

 また、後ほど第４号でもお願いしますけれども、

こちらにつきましても、国の特別交付金、こちら

は２分の１ということで、できるだけ市の財源を

使わないような形でということで行っております。 

 また、職員負担につきましても、できるだけ

我々も事業所に委託をするというような形で、で

きるだけ職員があまり動かないような形での業務

を進めていきたいと考えております。 

 あと、万博全体の考え方ということなんですけ

れども、こちらは国策ということで、自治体とし

ては当然協力していかなければならないものと考

えております。 

 やはり今回の万博のテーマでも、やっぱり未来

社会の先進的な技術サービス、こういったところ

に直接触れるということで、市としてもできるだ

けそういった今回の万博のメリットを受けて、泉

南市に反映していけるような形で、積極的に関

わっていきたいと考えております。 

 以上です。 

○上野財政課長 私のほうからは、財政調整基金の

件につきましてでございます。 

 今回、財政調整基金繰入金といたしまして、お

よそ4,700万円をコロナワクチンの予防接種に係

る一般財源分といたしまして、基金を取り崩して

繰り入れる予算を組んでおります。 

 あと、積立てにつきましては、主なところでは

決算で黒字が出た場合、２分の１を財政調整基金

に積み立てるという形を取らせていただいており

ます。 

 以上です。 

○大森委員 万博のこの100万円の予算は、具体的

にどんな中身になってんのか。それから、もちろ

ん機運醸成とおっしゃっていますかね、今ね。そ

ういうところと、あと泉南市にとってどのような

プラスというか、何か効果というかを考えておら

れて取り組まれているものであれば、ちょっとそ

の辺についてお答え願いたいと思います。 

 それと、がけ地云々の部分ですけれども、がけ

地の件ですけれども、台風とかゲリラ豪雨があっ

たときに、テロップでよく避難地域、避難してく

ださいという、泉南市のどこどこが避難のそうい

う指定を受けましたとか、警戒が出ましたとかい
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うのを、よくテロップとかでいろんな情報機関、

情報を見るんですけれども、そういうところは対

象地域というふうに考えていいんでしょうか。 

 そういうところで僕らの近くでしたら、見に

行ったりしますし、多分もう地元の方がやっぱり

心配しながら暮らしておられると思うんですけれ

ども、そういう土砂災害特別警戒地域における市

全体の考え方、今おっしゃっていたように、やっ

ぱり移転となると、なかなかそういう、バンバン

宣伝するような中身でもないというようなことを

おっしゃっていたけれども、移転も大事かもしれ

ませんけれども、今も金額的に言えばそんなに、

「はい、分かりました、引っ越しましょう」とい

う金額にはなれへんので、当然だと思いますが、

こういうがけ地なんかの対応は、どんなように進

めておられるのかについてお答えください。 

 それと、水なす基金についてはどうなんですか。

ふるさと納税とか順調にいっているのか、ちょっ

とその辺のところとか、特徴的なことがあれば、

全国的な流れもあればちょっと教えていただきた

いというふうに思います。 

 泉佐野市のことをいろんな何か制限が加わって

どうのこうのとかいう話もテレビで見たりしたの

で、やっぱりだんだん制限が加わってきているの

かなと思ったりもするので、ちょっとその辺のと

ころが分かれば教えていただきたいというふうに

思います。 

 それと、財政調整基金は報告、あらまし、令和

５年度の決算の速報値が出たんですね。これは実

施収支が1,800万円やから、その1,800万円ももう

入った金額ですか。これはちょっといいですわ。

その財政調整基金はもう結構です、すみません。

今の範囲でまたお答えお願いします。 

○西本連携戦略課長 私のほうからは、万博の100

万円の中身ということなんですけれども、今回の

機運醸成イベントに対する補助金ということで50

万円いただきまして実施をいたします。 

 今回、万博のテーマであります「いのち輝く未

来社会のデザイン」と親和性の高い健康ウェルネ

ス、これを題材とした事業を実施したいと考えて

おります。 

 今のところ考えておりますのは、万博のブース

を設置して、当然そういったミャクミャクとかを

呼んできてＰＲすること、そして市民向けのウエ

ルネス教室みたいなもの、こういったことをやり

たいなと考えています。 

 あと、姉妹都市連携協定を締結しておりますダ

バオ市、こちらの交流という部分からも、フィリ

ピン共和国との関係団体とも協力したフィリピン

の文化を取り入れた健康づくりの紹介、こういっ

たものなんかがやれたらいいなと考えております。 

 時期的には、秋にほかの自治体のイベントと同

時開催みたいな形で、できるだけ多くの方に参加

していただきたいなと考えています。 

 以上です。 

○水内ふるさと戦略課長 それでは、御質問を３点

いただきましたので、御答弁をさせていただきま

す。 

 まず、基金のほうが順調かどうかということな

んですけれども、令和４年度につきましては、目

標額８億円のところを8.5億円、令和５年度なん

ですけれども、当初10億円を目標にしていたんで

すけれども、11.25億円ということで、泉南市と

しましては順調に増加しているのかなと考えてお

ります。 

 あと、全国的な流れなんですけれども、市場と

しましては、微増傾向にあるというふうに聞いて

おります。 

 ３つ目、制限なんですけれども、昨年10月から

の全ての経費５割以内というルール改正があった

んですけれども、本市も、もちろんそれに対応し

ているんですけれども、今後も含めて都度都度、

総務省から改正があれば、それに応じて対応して

いくというふうに考えております。 

 以上です。 

○中川審査指導課長兼広域まちづくり課長 私のほ

うからは、がけ地補助の関係につきまして御質問

にお答えさせてもらいます。 

 災害が起きたときの土砂災害警戒情報等が出て

いる区域とどうなのかというお話だと思いますけ

れども、市内には一応指定された区域が126か所

ございます。 

 区域のその名称というのは様々ありますので、

ホームページで御確認いただければいいと思いま
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すけれども、山手のほうもありますし、その基準

というのが、指定する基準というのは当然ありま

すので、思ってもみないところが指定されている

ということも当然ありますので、その辺について

は、どう対応していくかということは、非常に危

機管理上の話と整合していくと思いますので、基

本的にはそのエリアから移転してもらうことが最

大限やっていただくことになるんです。だから、

それに付随して除却費用というのが一部補助され

るということになります。 

 基本、これ除却されたからといいましても、そ

のレッドゾーンが解消されるわけではないんです。

だから僕らの目的としては、いち早くそのエリア

から移転をしてもらうということが目的で、その

補助を国・府とともにやっているということにな

ります。 

 なので、一応これ国の制度になっていますので、

我々も市内にあるそういう危険なエリアからいち

早く市民の方が移転していただくための補助制度

として進めていきたいということで考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○大森委員 万博の件の答弁をいただきましたけれ

ども、あまりよく分からない。具体的に分からな

い。ウエルネスというのは健康とかに関わるんで

すね。それから、ダバオとの交流、一つ一つの中

身についてはもちろん問題があるというふうなこ

とではありませんけれども、具体的にどうするの

かとか。 

 秋に同時開催とおっしゃったけれども、同時と

いうのは、近隣の地域と一緒にやるということの

同時なのか、季節も秋というふうに言われている

だけなので、これだけ聞いていると、これだけ聞

いているというのは何かちょっと変な言い方です

けれども、とにかく機運醸成で何とかしなさいと。

府が50万円出します、泉南市もそれだけない、50

万円ではということで、50万円を出しまして、

100万円にして、取りあえず機運醸成のためにな

んかやらなあかんというふうな形で進んでいるよ

うにも見えるんですよね。 

 ウエルネスとかフィリピンとの交流でいえば、

100万円で済むんかなというふうにも思ったりす

るんですよ、金額的にこれでいけるんかなと思っ

たりするんです。 

 具体的な中身が分かりませんので、100万円で

されるのかどうかというのは、本当に今の話では

判断できないところなんですよね。 

 ちょっとその辺のところをやっぱりもう少し本

当におっしゃってくれたように、財政の負担にな

らないように、職員の負担にならないように考え

ていますということをおっしゃっていましたけれ

ども、これは本当に泉南市にとってプラスになる

のかどうかというようなことも、やっぱり検討し

てもらいながら、やっていただきたいと思います。 

 見直しをする動きも大阪府内では、幾つかの市

でも、学校の遠足とか見直しする動きもあります

ので、ぜひまたちょっとその辺のところも検討し

ていただけないかというふうに思うので、お答え

願いたいと。 

 特に、泉南市の場合でいえば、先ほど言いまし

たような、第三者委員会の報告を受けた再発防止

とか、定住政策が一番大事かなと。少子化対策で

すね、そういうのを含めた対策が、最も大事な制

度なので、万博、万博というて引っ張られるよう

なことがないようにしていただきたいので、もう

一度その辺の考えについてをお答え願いたいと思

います。 

 それから、財政調整基金は目標としては幾らぐ

らいまで増やすつもりなのか、そういうのは、大

体目標というか、泉南市にとっての財政規模でい

えば、もうこれぐらいの金額というところまで追

いついたんじゃないかというふうに思うんです。

ちょっとその辺のところで、その考え方をお答え

願いたいというふうに思います。 

 以上、お願いいたします。 

○伊藤成長戦略室長 万博の件なんですけれども、

あくまで万博の機運醸成というのが大きな１つの

テーマではございますが、国際交流も今進めてい

る中で、健康寿命の増進というのも市として取り

組んでいます。子どもたちは、近い将来に備える

という意味でも、市としてするべき施策であると

思っております。 

 そういった施策を実施する中で、万博というの

は、１つの大きな契機、きっかけということにな
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りますので、我々としてもできるだけ財政支援、

財政負担が軽減できるような部分で、実施をして

いきたいなと思っております。 

 また、秋の部分に関しても、本来地域活性化の

イベントを実施しておりますので、集客、誘客も

含めて多くの市民の方に御参加いただけるよう、

同時開催というのを考えております。 

 以上です。 

○上野財政課長 財政調整基金につきましては、標

準財政需要額の10％程度ということで、泉南市で

いいますと14億円から15億円ぐらいの間で考えて

おります。 

 すみません、標準財政規模の10％程度というこ

とで、14億円から15億円が本市でいうと10％に当

たるということになっております。 

 今後の取り崩し等につきましても、基金条例に

基づきまして検討してまいりたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○澁谷委員 コロナの件についてですけれども、一

般財源で、これからはもう出していかないといけ

ないと、国からの交付金もなくなっていくという

ことで少なくなっていくということです。 

 今、お聞きしたところによると、65歳以上の方

と60歳から65歳で感染のリスクの高い方というこ

となんですが、この対象総数というのが枠でしょ

うか。今、接種率というのも教えていただきたい

と思います。 

 それから、委託先というのは、もう今までと同

じように、コロナの当初と同じような状況でされ

ているのか、委託料とかいろいろ経費もかかって

くるかと思いますので、その辺の状況も教えてく

ださい。 

 それから、児童手当の拡充に係る経費ですけれ

ども、これは今回の岸田内閣の１つの大きな目玉

だと思うんですけれども、これについてですけれ

ども、１番、２番、３番と所得制限撤廃の影響世

帯というのはあるのかどうかということと、支給

対象年齢を18歳まで延長するのと、第３子の方を

３万円に倍増します。 

 この２と３に関しては、影響世帯というのは何

世帯あるのかと、その金額も分かれば教えてくだ

さい。 

○谷委員長 ただいまの澁谷委員の質疑に対しまし

て、理事者の答弁を求めます。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長 私のほう

からは、新型コロナワクチン接種の御質問につい

て御答弁させていただきます。 

 コロナワクチン接種の費用についてなんですけ

れども、令和５年度末までは全額国費であったも

のが令和６年度からは、Ｂ類の定期予防接種とい

うことで、Ｂ類につきましては、３割交付税措置

ということで、基本的には市町村の負担となって

おります。 

 これにつきましては、国等にも引き続き要望の

ほうをさせていただいて、安定的に予防接種が実

施できるようにということで、国の負担でお願い

したいということは要望をしているところです。 

 それと、対象者なんですけれども、65歳以上の

方と60歳以上、65歳未満の方で心臓、腎臓、もし

くは呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウイルス

により、免疫の機能に障害を有するものとして、

厚生労働省令で定めるものとなっておりまして、

高齢者インフルエンザと同じ対象となっておりま

す。 

 今回の予算につきましては、令和６年度の新型

インフルエンザの対象者と同じ数字を使わせてい

ただいております。65歳以上の市民の方について

は、約１万7,700名おられまして、令和４年度の

インフルエンザの実績としましては、１万586人

が接種をされまして、接種率としましては59.8％

となっております。 

 委託先につきましては、新型コロナの臨時接種

のときも、市内約30か所の医療機関が御協力いた

だいておりました。今回につきましても、改めて

接種に御協力いただけるかというアンケートを実

施する予定です。 

 また、３市３町同一医師会ということで、３市

３町の近隣の市町村でも実施される医療機関で実

施をいただけるよう進めていく予定です。 

 以上です。 

○谷委員長 児童手当は。 

○藤原家庭支援課長 それでは、私のほうからは、

児童手当の拡充に伴う件についてお答えさせてい
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ただきます。 

 まず、１番の所得制限の撤廃についてなんです

けれども、これは国のこども未来戦略加速化プラ

ンに盛り込まれた施策としまして、子育て世帯に

係る経済的支援強化を図るということで、制度を

改正されるものになるんですけれども、撤廃され

ることによって、全ての児童に対して手当が支給

されるということになります。 

 対象年齢ですが、現在は15歳、中学生の３月ま

でが対象となっておりましたが、これを18歳まで

に延長することによりまして、実際のところ、こ

れは４月５日時点での人数になるんですけれども、

拡充される高校生世代の第１子、第２子になる方

が大体２万4,129人で、高校生世代の総数が1,750

人となっております。この方が主に増額になる対

象者になります。 

 第３子は、３万円に増額されるお子様が１万

664人、これが３万円に増額される予定数でござ

います。 

 以上です。 

○澁谷委員 ありがとうございました。金額という

のは、もうそれで計算すれば分かることなんです

けれども、この今言われました３月末を基準とし

て４月５日現在の数字を今言ってくださったんだ

と思うんですけれども、これは市民の皆さんには

もうこれも去年からずっと報道されたり、いろん

なところでも皆さんも増えるということで、保護

者が喜んでいらっしゃるので、自分で分かってい

らっしゃると思うんですけれども、今一旦その基

準とかも考え合わせた上で、市民への周知という

のを、これからされていくと思うんです。10月か

らですよね、これが開催されるのが。 

 今の児童手当というのは、今までは３か月か４

か月に一遍だったのを、２か月に一遍というふう

に今なっているんでしょうか。その分で支給をさ

れていくのかと思いますけれども、その点もう少

し教えてください。 

 それから、新型コロナについてはありがとうご

ざいました。できるだけ、その経費、30か所でや

るといっても、対象者も絞られてきていますし、

その委託をする経費を考えると、先ほど言いまし

たように、３市３町近隣市で協力をして、少しで

もそこら辺の委託料を含めて、経費節減できる方

向でやっていかないと、市の全部、国は３分の１

ですので、市の負担というのが増えていくと思い

ますので、その辺をどうされるんでしょうか。 

 また、最近その施設等で、またコロナがはやっ

ているという、流行しているというのを聞いたり

もするんですけれども、その辺の今の泉南市での

コロナの状況、感染状況というのが、また分かれ

ば教えてください。 

○藤原家庭支援課長 児童手当についてお答えさせ

ていただきます。 

 先ほどの高校生の総数につきましては、10月か

ら１月までの人数で、総数ということになってお

ります。 

 今度、10月からの改正につきましては、９月に

広報で掲載をさせていただく予定となっておりま

す。対象者につきましては、新たな申請をしてい

ただかなければいけない高校生の対象の方につき

ましては、世帯ごとに郵送させていただきまして、

９月２日より申請の受付をしていただく予定とさ

せていただいております。 

 支払いにつきましては、今度から偶数月に支払

いということになりまして、２か月ごとの支払い

ということで支給のほうをさせていただく予定と

なっております。 

 以上です。 

○田代健康子ども部次長兼保健推進課長 コロナワ

クチン接種の経費のことにつきまして、御答弁さ

せていただきます。 

 委託料につきましては、今回、国のほうが参考

の経費ということで、ワクチン代相当で１万

1,600円、手技料相当で3,740円ということで出さ

れたんですけれども、臨時接種のときは国がもう

一律に単価を決めまして、ワクチンについては現

物支給で市町村のほうに配布されていたんですけ

れども、定期予防接種となりますと市町村と医療

機関で額を含めて調整して契約していくこととな

ります。 

 この参考単価は、国のほうが出たときについて

は、ワクチンの種類がまだ決定していない時点で

ございまして、５月29日に厚生労働省が、ワクチ

ンの株についてはＪＮ.１を今年の秋の接種のワ
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クチンの対象にするというふうに決定したところ

でして、もう既にそれをもうワクチンとして製造

している製薬会社さんもありますし、もう完成し

ているところもあるんですけれども、今後ワクチ

ンの額が決定していって、正式なワクチンの額が

決定して、それが卸業者さんで、地域によって若

干金額の差があるそうなんですけれども、その複

数の業者さんから見積りを頂いて、また診療報酬

を参考にした手技料等を積み上げた形で、改めて

また医師会と調整を図っていく予定となっていま

す。 

 おっしゃるとおりに、本当にＢ型の定期予防接

種につきましては、Ａ類、Ｂ類というのがありま

して、Ａ類はより感染力や重篤性が高いというこ

とで、子どもさんを中心に実施しているもので、

それについては地方交付税で９割程度頂けるんで

すが、Ｂ類については、高齢者の方が主に対象で

御本人の発病や重症化予防に重きを置かれている

ということで、地方交付税が３割相当ということ

で、大変市町村にとっては負担が大きいものと

なっています。 

 また、自己負担を高くすればするほど、接種率

も低下してしまって感染が蔓延してしまうという

こともありますので、先ほども申し上げましたよ

うに、市長会やいろいろな機会を通じて国のほう

に市町村が安定的に予防接種を実施していけるよ

うに、要望のほうを引き続き行っていきたいと

思っております。 

 あと、施設でコロナが流行しているということ

なんですが、現在コロナの感染状況につきまして

は、以前のように毎週公表したりということがな

くなっておりますので、細かい数値については

ちょっと把握できておりません。申し訳ありませ

ん。 

○谷委員長 他に質疑はございませんか。 

○田畑副委員長 １点だけなんですけれども、質問

というか、万博を近隣で手を挙げたとこで、もし

何するか、もし具体的に分かっているんやったら。

特に泉佐野市とか、教えてもらえたらなと思いま

す。 

 何で、この質問をするかいうと、担当課がえら

い遠慮していないですか。要は、うち手を挙げて

いるわけやんか。今、泉南市の流れが非常に悪い

と私は思っているの。 

 何でかいうと、何でか知らんけれども、泉南市

で毎年やっているフェスが中止であったり、夢花

火も高石市に持っていかれたり、天皇陛下が来る

のも、恐らく魚庭（なにわ）の海づくりも岸和田

市、泉佐野市で決まってくるやろうとか、フェス

も高石市、泉大津市がバンバンやっている中で、

岸和田市のカンカン場の観覧席も我々泉南市が委

託している業者が管理したりしています。 

 非常に泉南市の流れが、最初は走っていたと

思っている割に、フェードアウトしてきている。

なぜか分かれへんよ、理由は。 

 そういう中で、この万博に自ら手を挙げてんね

んから、予算なんか思いっきり使うたらええと思

うんや。職員の負担、いや負担になって申し訳な

い、頑張ってください。ましてや、うちの市長の

政党の親分というたら、吉村知事で万博を思いっ

きり推奨している政党や。この推奨している政党

の首長が、自ら手を挙げてんねんから、この100

万円、50万円でがたがた言うてらんと、ここ一番

勝負かけんのは、ここじゃないんかなと思うんで

す。 

 何が言いたいかいうと、出たは、隣がまた目立

つわ、うちがしゅんたろうやわというのが、一番

憎そいわけ。望んでいないの。出るのであれば、

とことん泉南市をぶち上げてもらわなあかんから、

そない遠慮した答弁とか、遠慮したことを言わん

と思いっきり花火ぶち上げてほしいというのが、

私の思いなんやけれども、どうなんだろう。 

○伊藤成長戦略室長 万博に関することで、十分な

エールになっているんですけれども、我々として

もやっぱりこの万博の機運醸成をきっかけ、契機

として、本来すべきことの施策を充実、加速を深

くしていきたいという思いも持っております。 

 特に、国際交流というのは、子どもたちにとっ

ても非常に重要なものだと思っておりますし、

我々としては、今回フィリピンのほうを起点とし

て、いろんな取組をさせていただこうかなと思っ

ています。 

 ちなみに、岸和田市さんはフランスと、泉佐野

市さんはウガンダという国と一緒、そこをオマー
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ジュした上で、次の４号補正になるんですけれど

も、国の万博プログラムのほうにも参画はしてい

る状況でございます。 

 この今、ほかの部分、イベント等もこれまで誘

客連携事業を活用してやってきておりますけれど

も、そちらも変わらず、市としてすべきことを活

性化とかのほうを注力した上で、取り組んでいき

たいと思います。 

 以上です。 

○谷委員長 よろしいですか。――――以上で本件

に対する質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はございません

か。――――討論なしと認めます。 

 以上で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第７号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに御異議ございませんか。 

 〔「異議なし」の声あり〕 

○谷委員長 御異議なしと認めます。よって議案第

７号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第８号「令和６年度大阪府泉南市国

民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を議

題とし、質疑を行います。質疑はございませんか。 

○大森委員 前の協議会でもお聞きしたんですけれ

ど、もう一遍確認しておきたいので、マイナン

バーカードの発行数というか、発行率です、市民

の。 

 それと健康保険証と一体化しているパーセント、

これは国保しか分からなかったんですね。ちょっ

とその状況が分かれば教えていただきたいと思い

ます。 

 使用率については分からないんですよね。全国

的な状況とか分かれば、そんな高くないと思うん

ですけれども、全国的に公表されている数があれ

ば教えていただきたいというふうに思います。 

 今、マイナンバーカードを使った詐欺とか、そ

ういういろんな問題があると、機械の読み取りが

うまいこといかへんとかいうようなことも、保険

証とマイナンバーカードと一体化して保険証を

使った場合に、トラブルも少なくないということ

で、どのような対策を考えておられますかという

ことをお聞きしたら、紙の保険証をぜひ一緒に

持ってほしいというふうなことを、マイナンバー

カードと健康保険証を一体化するときにも、そう

いうこと、つくられた方に勧めているんやみたい

なことがあったと思うんですけれども、紙の保険

証というのは、今後どんなふうになっていく予定

になっていますか、お答えください。 

○谷委員長 ただいまの大森委員の質疑に対しまし

て、理事者の答弁を求めます。 

○港保険年金課長 それでは、まず１点目のマイナ

保険証の交付、保有率の件でございます。 

 令和６年４月１日現在で泉南市の国民健康保険

の被保険者数が１万4,570名、うちマイナ保険証、

要はひもづけしていただいている方なんですけれ

ども8,864名、パーセンテージとしまして約

60.8％保有していただいております。 

 全国的な数字は申し訳ないんですけれども、手

元にはございません。申し訳ないです。 

 ２点目のマイナンバーカードにひもづけによっ

て不具合が、要は違う方のマイナンバーにひもづ

いているといった件につきましては、現在のとこ

ろ、泉南市では確認できておりません。 

 次に、保険証の更新についてなんですけれども、

令和６年12月１日までの御加入いただいている方

につきましては、令和７年10月31日有効期限の今

使っていただいている従来のカード型の紙の保険

証を交付させていただく予定でございます。 

 令和６年12月２日以降のこちらについては、主

に新規加入者の方になるかと思うんですけれども、

その方のうちで要はマイナ保険証をお持ちでない

方につきましては、それに代わる資格確認書とい

うものを発行させていただく予定でございます。 

 以上です。 

○岡崎デジタル推進課長 それでは、私のほうから

は、改めてマイナンバーカードの交付枚数という

ところで御答弁させていただきます。 

 令和６年４月末現在の数値でございますけれど

も、交付枚数４万7,152枚となってございます。

泉南市の人口に対する交付率は79.1％となってご

ざいます。 

 以上でございます。 

○大森委員 国保との、健康保険とのひもづけが

60.8％と、まだ40％近くの方を残していると。そ
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れからマイナンバーも80％行っていないと。全国

平均がどれぐらいかちょっと分かりませんけれど

も、まだまだやっぱり進んでいない状況、あれだ

け年末にもやったりとかいろんな、何ていうのか、

特典みたいなのを付けたりしましたけれども、こ

ういう状況であるということです。 

 やっぱりそのマイナンバーカードとかに対する、

便利や、便利やというて宣伝されているけれども、

便利な一方、なくなったりとか、なくしたりとか

落としたりしたらどうなるかとか、情報も出たら

どうしたらええんかとかいうようなこともあるし、

手続自体が結構複雑なんで、なかなか行けないと

いう方もいらっしゃるんかなというふうにも思い

ます。 

 こういう問題点をどんなふうな形で解決してい

くお考えなのか、お答え願いたいというふうに思

います。 

 それから、前回の協議会の中で、マイナンバー

カードをつくられたときに、健康保険とひもづけ

されたときに、病院に行くときには紙の保険証も

持っていってくださいというふうな話をしている

というふうにおっしゃったんですけれども、それ

は間違いないのか。 

 今の説明が、日付が優先的になったので、紙の

保険証がなくなるのは、いつからになって、資格

証明書ですよね、これは普通でいうたら、あれで

すね、保険料を滞納している方が申請してもらう

ものですね。３か月に一遍ずつとか、なんかの更

新でしたか。ちょっとその資格証明書は、どんな

ふうなものなのかについても、お答え願いたいと

いうことですね。 

 紙の保険証を持っていかへんかったり、いろん

なトラブルに対応するときに、ひもづきのマイナ

ンバーカードでトラブルが起こったときの対応策

としては、紙の保険証を持っていったほうがいい

ですよというのは、一般的に僕も聞く話なんです

けれども、それやったら何で紙の保険証をなくす

んだという話もあるんですけれども、その点につ

いてはどんなふうなお考えになっているのか。紙

の保険証を持っていかなあかんのやったら、紙の

保険証そのまま残しておいてくれたらいいじゃな

いかという話も、もちろんありますよね。 

 そういうことに対しての質問とか、そういう不

安に対して、どんなふうにお答えになっているの

か、お答え願います。 

○港保険年金課長 まず、普及率につきましては、

60％ちょっとで、あと40％の方がひもづけできて

いないという状況ですので、我々としましては、

もう保険証が廃止になりまして、できるだけマイ

ナ保険証をつくっていただきたいという意味合い

で、10月の保険証の一斉更新の際に、パンフレッ

トを同封させていただいて周知を図ると。 

 あと、窓口であったり、市のウェブサイトや市

のＳＮＳなども活用させていただきまして、でき

るだけ普及に向けて周知を図ってまいりたいと思

います。 

 続きまして、資格証明書の件ですけれども、の

こちらにつきましても、12月２日以降は前の資格

証明書というのは廃止になります。その代わりに

なんですけれども、資格確認書（特別療養）とい

う形で、要はもう全額医療費のほうは負担してく

ださいといったような代わるものを発行させてい

ただくことになるんですけれども、現状まだ資格

証明書をお持ちの方というのは、うちはいらっ

しゃらないので、今後はもし発行させていただく

場合には、その資格確認書（特別療養）という形

のものを交付させていただくことになるかと思い

ます。 

 あと、最後、紙の保険証を併用したほうがいい

んじゃないかというお話なんですけれども、もし

マイナ保険証でちょっとトラブルがあった場合な

んですけれども、御自身のその資格情報を加入者

情報というのをこちらからお知らせさせていただ

いて、それも紙ベースにはなるかと思うんですけ

れども、それをもしトラブったときに医療機関で

提示していただくといったような、代わりのもの

も考えているところでして、必ずしもその紙の保

険証を持っていかなくても、そちらの御自身の加

入者情報を証明できるものをお持ちいただきまし

たら、トラブルが回避できるような形になってご

ざいます。 

 以上です。 

○岡崎デジタル推進課長 マイナンバーカードにひ

もづけた保険証、それと紙の保険証の件なんです
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けれども、私のほうからも、そのマイナポイント

の支援事業の際に、ひもづけが始まってきたかな

と認識をしております。 

 その際に、委員お示しのとおり、いろいろと

ニュースのほうでトラブル等が出てきたというよ

うなところもございまして、私自身の経験といた

しましても、まず初めに第１回目に病院に行くと

きには、両方持って行かれることも１つじゃない

ですかというような御助言をしたという意味で、

以前ちょっとお話ししたような記憶がございます。 

 現在は、ほぼもうマイナ保険証一本で機械で読

み取れるというところも、私自身も実感はしてお

りますので、そういった意味合いでの両方持って

いったほういですというような意味で、マイナポ

イントの支援の際には、お伝えをしていたという

ような状況でございます。 

 以上です。 

○大森委員 国保の担当の方は、もうこれからマイ

ナンバー、もうひもづけに向けて10月２日以降や

るということなんやけれども、本当に市の職員さ

んの業務とか大変な、年末のああいう、なんかポ

イントが付くときに、人がいっぱいになったけれ

ども、そういう状況が生まれてくるんじゃないか

なというふうに思って、心配するんですけれども、

それが１つです。 

 それから、多分停電のトラブルとかあった場合

とか、電気が何かの場合で、機械の調子が悪いと

かした場合は、10割負担が請求されると。マイナ

ンバーカードがちゃんと読み取れないときには10

割負担。ただもういろんな過去のデータが分から

へんというだけじゃなくて、10割負担のそういう

請求された例もあるみたいなんですよね。 

 だから、本当にマイナンバーカードが安心・安

全で便利なものと言えないんじゃないかというふ

うにも思うんですけれども、それから、あと市の

職員さんの負担が大変重くなるものじゃないかと。

これからまた、そのひもづけを進めていくという

ことになれば、その辺の対応なんていうのは、ど

んなふうに考えておられますか。 

○港保険年金課長 その停電のときのお話なんです

けれども、先ほどちょっと御答弁させていただき

ましたように、紙の保険証があれば、それを提示

していただくというのも可能ですし、あと、先ほ

ど申し上げたように、その方の加入者情報をマイ

ナンバーであったりとか、負担割合であったりと

かの加入者情報のお知らせというのも、こちらで

させていただきますので、それを提示していただ

ければ、停電復旧後には対応できるのかなという

ふうに思っております。 

 あと、資格確認書に切り替わったことへのうち

の職員の負担なんですけれども、確かに通常でし

たら１回の更新で済むんですが、12月２日以降の

新規の御加入の方に関しましては、窓口でその資

格確認、マイナ保険証をお持ちでない方に対して

は、資格確認書の方ほう発行するという業務が増

えてくるかと思います。 

 ただ、今年度に関しては12月２日以降の新規加

入者の方のみになりますので、人数的には少ない

であろうというふうには、現場では認識をしてお

ります。 

 もし忙しくなるとするんでしたら、次の年度は、

もう令和７年10月31をもって、完全に紙の保険証

の有効期限というのは切れてしまいますので、も

しうちの業務が増えるとしましたら、令和７年10

月の更新時、マイナ保険証をお持ちでない方に対

して、資格確認書を発行する、現状でしたら、そ

の４割の方に保険、資格確認書を発行する業務が

新たにできますので、その時点では、ちょっと忙

しくなるかなというふうに認識しております。 

 以上です。 

○谷委員長 ほかに質疑はございませんか。―――

―以上で本件に対する質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はございません

か。 

○大森委員 この予算は、マイナンバーカードのシ

ステム改修とか、それから加入者情報等の送付に

関わる郵便料の増額ということなんですけれども、

もう今質疑させてもらったとおり、マイナンバー

カード自身とか、保険証のひもづけに問題がある

というふうに思っていますから、もうちょっと延

ばして解決するような問題ではないというふうに

思いますので、そういうマイナンバーカード自体

のとか、ひもづけ自体に反対しますので、この予

算についても反対いたします。 
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○谷委員長 ほかに討論ございませんね。――――

以上で本件に対する討論を終結いたします。 

 これより議案第８号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに賛成の委員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○谷委員長 起立多数でございます。よって議案第

８号は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第９号「令和６年度大阪府泉南市一

般会計補正予算（第４号）」を議題とし、質疑を

行います。質疑はございませんか。 

○大森委員 これは800万円の予算で、万博の機運

醸成のためのイベントを組むという内容だという

ふうに説明を受けたんですけれども、これも400

万円ずつでしたかね。違うか。歳入800万円は全

額ふるさと納税、ふるさと泉南水なす基金のお金

を使うと。使い道については、800万円を万博開

催を契機とした市内の小・中学校における国際交

流プログラムに関わる経費の新規計上ということ

で、先ほどは泉南市の負担は50万円ということで

したけれども、今回はこれは800万円ということ

で、大分金額が大きい。これも問題の１つだとい

うふうに思うんです。 

 それが１つと、ここにもあったように、フィリ

ピン・ダバオ市の交流に関わって、小学校４校、

中学校１校で、いろんなオンラインの会議とか、

そういうのを含めてやるという計画なんですかね。

というふうにお聞きしています。 

 もちろん万博も国際交流に関わることだと思い

ますし、だからといって、これ自体が直接そんな

ふうにいろんな理由づけていけば、万博にも関

わってくるし、国際交流にも関わってくるかもし

れませんけれども、やっぱりもうちょっと精査し

たり、何でもありかと思われるようなことがない

ようにしてほしいなと思うんです。 

 子どものことで言えば、今やっぱり学校で一番

大事なのは、この間のその自死事件を受けてどう

やって再発防止をしていくかとか、それから再発

防止の対策をどんどん進めていってもらわなあか

ん時期なので、先生方の負担も考えれば、やっぱ

り子どもに寄り添うようなことを中心にしてもら

うと。その一環が、このダバオとの交流であると

おっしゃるかもしれないけれども、やっぱりそれ

はちょっと違うような気がするんですよね。 

 もう800万円もあれば、やっぱり先生方の負担

を減らすとか、今のその教育委員会の負担を減ら

して、ちょっとでも再発防止の対策のために人を

増やすようなことを含めて、なんか今すぐするた

めに使うべきじゃないかというふうに思うんです

よね。その点どんなふうに考えておられますか、

お答えください。 

○谷委員長 ただいまの大森委員の質疑に対しまし

て、理事者の答弁を求めます。 

○西本連携戦略課長 今回の予算800万円につきま

して、財源が水なす基金ということで、今回上げ

させていただいてきます。 

 今回の補正予算の基と言いますか、そういうも

のが、内閣官房の万博国際交流プログラムという

ものに、５月31日で泉南市が登録をされておりま

す。これによりまして、要はこのプログラムに登

録するということで、万博に関する国際交流を

行った場合、国から特別交付税措置、これが２分

の１が出ますというものなんですけれども、実質

的に、最終400万円が交付税として返ってくると

いうふうな中身になっております。 

 ダバオとの交流ということで、今回このオンラ

イン事業、昨年も実施させていただいているんで

すけれども、今年も引き続きもうこういったこと

をやりたいんだということで、国のほうに申請を

かけましたところ、それはすごくいい取組ですね

ということで指定を受けましたので、その辺につ

いては御理解いただければと思います。 

 以上です。 

○大森委員 国が半分の400万円を出すからという

ことをおっしゃったけれども、昔、公共事業を進

めていく上で、一遍決めたことはなかなかもう行

政というのはようストップせえへんなという話が

あったけれども、お金の保証があればもう、どう

言うんかな、進めていってえんかというふうには

もうならへんと思う。そんなつもりでされている

とは思いませんけれども、この800万円という予

算で、これは成長戦略室が担当で、小学校４、中

学校１のそういう交流のために800万円を全額使

うと。具体的にはその800万円というのは、どう
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いう積算で800万円というふうになるんですか。 

 こういう事業というのは、800万円もかかるも

のなんですか。ちょっとその辺のところをお答え

ください。 

○西本連携戦略課長 今回、800万円のうち、その

実際オンライン交流の事業に係る委託料というこ

とで、内訳として700万円計上させていただいて

おります。 

 昨年の実績、決算ですけれども、これが715万

4,420円ということで、大体同額ということで、

今回、計上をさせていただいております。 

 それ以外の100万円につきましては、既に予算、

当初で頂戴しております。実際、そのダバオ渡航、

こういったものに関わるものに、ダバオ渡航、こ

ういうので、その交流を図る上で必要となってく

る経費、そういったものをオンさせていただいて、

合計800万円ということになっております。 

 以上です。 

○大森委員 昨年度も行っていたと、今年度も行い

たい、昨年度の経験から、それはおっしゃるよう

に、それはもう国際交流という立場であれば、

やっぱり万博行政ということで、ということで言

えば、去年は万博はなかったわけであって、万博

行政ということで言えば、機運醸成とかいうこと

で言えば、補助金が出るとか、結局それで、いや

本当に昨年度の検証して、この800万円という本

当にこういう高額なものが、いろんなその教育関

係の予算とか要望しても、限られた予算でという

ことで削られることも多いし、老朽化した校舎な

んかは、まだまだ改善されてない部分もたくさん

あるわけでしょう。 

 そういう中でこういう万博、そういう中でやっ

ぱりこれはもうちょっと問題ありだと。もう少し

使い道があるんじゃないかと。さっきこういうや

やつに言えば、お金がかからないように、それか

ら職員の負担にならないようにということを考え

ながら進めていきたいとおっしゃったけれども、

それに反するような中身になっているんじゃない

ですかね。 

 学校のほうの負担というのはないんですかね。

そんなことは検討されたことがありますか。去年

の経験があれば、お答えできるかなと思うんです

けれども、ちょっとその辺のところをお答えくだ

さい。 

○伊藤成長戦略室長 今回の内訳の部分、昨年度も

実施させてもらったオンライン交流事業というの

がメインで、それ以外にも伝統文化の交流という

形でも費用計上させていただいております。 

 また、学校負担等も含めての話なんですけれど

も、あくまで学校の授業の一環でさせてもらうと

ころもありますし、生徒会の活動という形でやら

せてもらったところもあります。それぞれ学校の

ほうの意向も酌みまして、さらに英語に堪能なス

タッフも現場に配置させてもらった上で、全て下

準備のほうも含めて、かなり事業者のほうと連携

して実施したという経緯があります。 

 今年度に関しましても、できるだけ学校負担の

ないように、ただ全てが実施した学校のほうの御

意見としましては、引き続きやっていきたいとい

うお声もいただいておりますので、参加した子ど

もたちにとっても、有意義であったし、学校のほ

うもこの事業に関して御理解とか、御支持を受け

ているんじゃないかなと思っておりますので、今

年度も改めて取り組みたいと思っております。 

 以上です。 

○谷委員長 ほかに質疑はございませんか。―――

―以上で本件に対する質疑を終結いたします。 

 これより討論を行います。討論はございません

か。 

○大森委員 まず１つは、やっぱり今、泉南市が取

り組む中身というのは、万博の国際交流を否定す

るわけじゃありませんけれども、やっぱり再発防

止、そういうためにやっぱり職員の負担を減らす

とか、予算も回すとか、そういうことが一番大事

だというふうには思います。 

 万博そのもののことも、やっぱり考えていただ

きたいというふうに思います。もう万博から遠足

から辞めようかという市も出てきて、吉村知事と

同じ、東大阪がそうですね。東大阪も違うか。そ

ういう東大阪とか交野市、やっぱり遠足も見直そ

うかというふうな形になっていますよね。 

 今、子どもたちに一番何が大事なのかというよ

うなことを考えながら、政策を進めていただきた

いというふうに思いますし、今こういう万博絡み
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で予算を増やしたり、職員の負担を増やすという

ようなことになるものには、やっぱり賛成できま

せんので、反対いたします。 

○石橋委員 賛成いたします。やっぱり国際交流、

私は70年万博も経験していますし、去年の報告を

受けても、やはり先生方の負担というものもあり

ますけれども、それは非常にポジティブな負担に

なってくると思います。時差の関係とかも調べた

りして、去年の子どもたちのお話も何人かですけ

れども、聞いたら、非常に楽しかったということ

も聞いております。ぜひとも来年の万博に向けて

必要なものだと思いますし、逆にもっともっと結

果、こんなふうに子どもたち、生徒がこんなふう

な感想というものを見せていただけたらと思いま

すので、ぜひとも賛成としたいと思います。 

○谷委員長 以上で本件に対する討論を終結いたし

ます。 

 これより議案第９号を採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

することに賛成の委員の起立を求めます。 

 〔賛成者起立〕 

○谷委員長 起立多数であります。よって議案第９

号は、原案のとおり可決されました。 

 以上で、本特別委員会に付託されました議案の

審査につきましては、全て終了いたしました。委

員各位におかれましては、長時間にわたり慎重な

る審査をいただきまして、誠にありがとうござい

ました。 

 なお、本会議における委員長の報告につきまし

ては、私に一任していただきますようにお願いを

申し上げます。 

 これをもちまして、令和６年度予算審査特別委

員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

午前１１時２９分 閉会 

（了） 
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